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湯
顕
祖
（
一
五
五
〇
～
一
六
一
六
）
の
『
還
魂
記
』
は
、
深
窓
の
令
嬢
杜
麗
娘
と
書
生
柳
夢
梅
と
の
生
死
を
越
え
た
情
を
描
き
、
夢

と
現
実
と
を
交
錯
さ
せ
た
巧
妙
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
読
者
観
客
を
魅
了
し
て
極
め
て
高
い
評
価
を
受
け
た
作
品
で
あ
る
。

作
者
湯
顕
祖
は
古
典
の
教
養
を
持
つ
読
書
人
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
作
品
中
に
は
文
飾
に
富
ん
だ
歌
辞
が
用
い
ら
れ
、
主
人
公
も
市
井
の

名
も
無
き
庶
民
で
は
な
く
、
知
名
の
才
子
佳
人
が
登
場
す
る
。
す
な
わ
ち
、
柳
宗
元
の
後
喬
で
あ
る
柳
夢
梅
と
、
杜
甫
の
後
喬
で
あ
る

杜

宝
、
杜
麗
娘
父
娘
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
め
に
作
品
中
に
は
彼
ら
の
祖
先
に
擬
定
さ
れ
る
柳
宗
元
、
杜
甫
の
詩
が
用
い
ら
れ
て
い
る

け
れ

ど
も
、
杜
詩
の
援
用
は
柳
詩
の
そ
れ
を
遙
か
に
上
回
る
。
も
と
よ
り
柳
宗
元
は
古
文
家
と
し
て
、
杜
甫
は
詩
人
と
し
て
後
世
に
そ

の
文
学
が
伝

え
ら
れ
て
き
た
た
め
、
杜
詩
が
質
、
量
と
も
に
柳
詩
に
勝
っ
て
い
る
こ
と
は
歴
然
と
し
た
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
じ
よ
う
に
主
人
公
の
祖
先
と
し
て
擬
定
さ
れ
な
が
ら
杜
詩
の
方
が
数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
単
に
こ
う
し
た
旧
来
の
評
価
に

基
づ

く
も
の
で
は
な
く
、
湯
顕
祖
の
詩
文
に
お
け
る
主
張
に
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

『
還
魂
記
』
の
脱
稿
は
、
万
暦
二
六
年
（
一
五
九
八
）
、
湯
顕
祖
が
南
京
礼
部
祠
祭
司
主
事
の
職
か
ら
広
東
雷
州
府
徐
聞
県
典
史
へ

の
流
調
、
漸
江
処
州
府
遂
昌
知
県
へ
の
量
移
を
経
て
、
故
郷
の
江
西
撫
州
府
臨
川
県
へ
閑
居
し
た
年
の
こ
と
で
あ
る
。
湯
顕
祖
の
降
調

は
、
万
暦
帝
の
聖
明
を
障
蔽
し
、
私
門
を
践
雇
さ
せ
て
い
る
輔
臣
、
科
臣
の
除
免
を
求
め
た
上
疏
が
、
逆
の
結
果
を
招
来
し
て
の
も
の

　
　
　
　
ユ
　

で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
れ
と
同
じ
時
期
に
構
想
、
執
筆
さ
れ
た
『
還
魂
記
』
に
湯
顕
祖
の
当
時
の
心
情
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
杜
詩
の
受
容
（
根
ヶ
山
）
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ね

こ
と
は
夙
に
別
稿
に
お
い
て
触
れ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
と
り
わ
け
自
ら
の
徐
聞
流
講
を
柳
宗
元
の
嶺
南
流
諦
に
比
擬
し
、
そ
の
後
商
に

擬
定

し
た
柳
夢
梅
を
自
ら
の
理
想
像
と
し
て
形
象
化
し
て
、
苦
境
か
ら
脱
し
て
栄
達
す
る
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
は
顕
著
な
事
例
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
杜
宝
、
杜
麗
娘
父
娘
に
は
柳
夢
梅
の
ご
と
き
附
託
は
見
出
せ
な
い
。
さ
す
れ
ば
杜
詩
、
柳
詩
援
用
の
多
寡
は
、
主

人
公
の

作
品
中
に
お
け
る
役
割
の
相
違
に
も
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
如
上
の
作
者
の
文
学
上
の
好
尚
、
及
び
執
筆
当
時
の
境
遇
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
　
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
多

数
の
杜
詩
の
援
用
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
逆
に
何
ゆ
え
柳
詩
の
援
用
が
極
め
て
少
な
い
の
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
湯
顕
祖

の
い

か

な
る
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
べ
く
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
も
の
と
す
る
。

二

　

『
還
魂
記
』
の
下
場
詩
は
全
て
集
句
詩
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
南
戯
の
下
場
詩
に
集
句
詩
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
例
え
ば
王
騨
徳
に
次
の
ご
と
き
論
評
が
あ
る
。

　
　
落
詩
は

亦
た

惟
だ
『
琵
琶
』
の
み
体
を
得
た
り
。
毎
折
先
づ
古
語
二
句
を
定
下
し
、
却
っ
て
二
語
を
其
の
前
に
湊
む
る
は
、
惟
だ

　
　
場
下
の

人
の

暁

り
易
き
の
み
な
ら
ず
、
亦
た
優
人
を
し
て
記
し
易
か
ら
し
む
。
　
『
玉
映
』
詩
語
に
易
へ
て
之
れ
を
為
り
て
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か

　
　
是
に

於
て
争
ひ

て
文
に

趨

る
。
遍
ご
ろ
唐
句
を
集
め
て
以
て
新
奇
を
逞
し
う
す
る
者
有
り
、
哺
哺
と
し
て
何
の
語
を
作
す
か
を
知

　
　
ら
ざ
る
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
曲
律
』
　
「
論
落
詩
」
）

　
南
戯
に
お
け

る
下
場
詩
は
『
琵
琶
記
』
の
み
体
裁
が
整
っ
て
お
り
、
奇
を
街
っ
て
集
唐
詩
を
用
い
た
下
場
詩
が
体
を
倣
し
て
い
な
い

こ
と
を
難
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
後
に
『
還
魂
記
』
に
冊
訂
を
施
し
た
減
愁
循
は
、

　
　
凡
そ
戯
の
落
場
詩
に
宜
し
く
成
語
を
用
ふ
べ
き
は
、
僅
耳
に
譜
は
し
む
る
為
な
り
。
臨
川
の
往
往
に
し
て
唐
句
を
集
む
る
は
、
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
に

趣
に

乏

し
。
故
に
改
窟
す
る
こ
と
多
し
と
為
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
還
魂
記
』
第
一
駒
「
言
懐
」
眉
批
）

と
言
い
、
湯
顕
祖
の
原
作
の
集
唐
詩
に
よ
る
下
場
詩
が
興
趣
を
欠
く
と
し
て
全
て
を
改
め
て
い
る
。

　
後
入
の

評
価
は
と
も
あ
れ
、
　
『
還
魂
記
』
に
は
下
場
詩
五
四
首
だ
け
で
は
な
く
、
集
唐
詩
十
五
首
が
作
品
中
に
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、

【
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合
わ
せ
て
六
九
首
の
集
句
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
集
句
詩
に
つ
い
て
原
作
者
別
に
詩
句
の
使
用
頻
度
を
見
る
と
、
主

人
公
の
祖
先
杜
甫
の
詩
句
を
用
い
た
も
の
が
十
四
首
あ
り
作
品
中
で
は
最
も
多
い
。
一
方
、
も
う
一
人
の
主
人
公
の
祖
先
で
あ
る
柳
宗

元
の
詩
句
を
用
い
た
も
の
は
僅
か
に
三
首
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
勿
論
、
集
句
詩
は
作
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
相
応
す
る
よ
う

に

詠
ま
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
れ
を
唱
う
登
場
人
物
と
作
品
の
内
容
と
の
間
に
必
ず
し
も
直
戴
の
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

『
還
魂
記
』
中
の
集
句
詩
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
論
ず
る
も
の
と
し
た
い
が
、
作
品
中
で
同
じ
よ
う
に
主
人
公
の
祖
先
に
擬
定
さ

れ
て
い

な
が
ら
、
杜
詩
の
援
用
が
格
段
に
多
い
こ
と
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
　
『
還
魂
記
』
中
に
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
詩
句
に
つ
い
て
見
る
と
、
や
は
り
杜
詩
の
援
用
が
極
め
て
多
い
。
こ
れ
は
前
述

の

と
お
り
杜
甫
の
後
喬
が
主
人
公
に
擬
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
杜
詩
と
柳
詩
の
質
と
量
の
差
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ
く

主
人
公
の

祖
先

と
さ
れ
る
柳
宗
元
の
詩
が
典
拠
と
し
て
は
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
因
に
湯
顕
祖
の
作
品

で
実
在
の
人
物
李
益
を
主
人
公
と
し
て
登
場
さ
せ
る
『
紫
銀
記
』
で
は
、
李
益
の
詩
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
下
場
詩
（
第
二
六
齢

「
朧
上
題
詩
」
、
第
三
一
駒
「
吹
毫
避
暑
」
）
か
、
あ
る
い
は
李
益
が
題
詩
す
る
場
面
（
第
三
四
鮪
「
邊
愁
爲
意
」
、
第
三
九
駒
「
涙
燭

裁
詩
」
）
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
杜
詩
の
援
用
は
極
め
て
特
徴
的
な
こ
と
と
言
わ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
り
ふ

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
以
下
に
『
還
魂
記
』
の
ど
の
よ
う
な
場
面
の
、
誰
の
白
、
も
し
く
は
唱
に
お
い
て
杜
詩
が
典
拠
と
し
て
用
い
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

れ
て
い

る
か
を
、
　
『
還
魂
記
』
、
杜
詩
の
順
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
尚
、
杜
詩
の
引
用
は
全
て
仇
兆
驚
の
『
杜
詩
詳
註
』
か
ら
と
し
、

原
則
と
し
て
該
当
す
る
詩
句
を
含
む
二
句
に
と
ど
め
、
援
用
が
そ
れ
以
上
に
わ
た
る
場
合
の
み
四
句
を
引
用
し
た
。

①
第
三
駒
「
訓
女
」
　
【
前
腔
（
玉
山
頽
）
】
　
（
杜
宝
）

　
吾
家
杜
甫
、
爲
漂
零
老
塊
妻
學
。
　
（
我
が
家
は
杜
甫
の
末
喬
、
漂
泊
の
す
え
に
年
老
い
て
、
妻
に
も
恥
ず
か
し
き
思
い
。
）

　
　
何

日
干
文
墨
　
何
れ
の
日
か
干
文
尽
き
ん

　
　
瓢
瓢
憶
老
妻
　
瓢
瓢
　
老
妻
に
塊
づ
　
　
　
　
　
　
「
自
閥
州
領
妻
子
却
赴
蜀
山
行
三
首
」
詩
、
其
二
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
十
三
）

　
杜
詩
は
広
徳
二
年
（
七
六
四
）
、
妻
と
と
も
に
戦
乱
を
避
け
て
閲
州
か
ら
蜀
へ
赴
い
た
時
の
作
で
あ
る
。
　
『
還
魂
記
』
で
は
こ
の
詩

に

借
り
て
杜
宝
が
高
位
高
官
に
陞
れ
ず
妻
に
苦
難
を
強
い
て
い
る
こ
と
を
唱
っ
て
い
る
。

②
第
三
駒
「
訓
女
」
　
【
前
腔
（
玉
山
頽
）
】
　
（
杜
宝
）

　
　
　
　
　

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
杜
詩
の
受
容
（
根
ヶ
山
）
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［白
］
夫
人
、
我
比
子
美
公
公
更
可
憐
也
。

彼
に
は
尚
、
父
の
詩
を
詠
む
嗣
子
あ
り
。
）

　
　
騨
子
好
男
児

　
　
前
年
學
語
時

　
　
間
知
人
客
姓

　
　
調
得
老
夫
詩

③
第
三
駒
「
訓
女
」

　
　
學
母
無
不
爲

　
　
曉
牧
随
手
抹

　
　
移
時
施
朱
鉛

　
　
狼
籍
書
眉
闊

俺
則
有
學
母
氏
書
眉
嬌
女
。

「唱
］
他
還
有
念
老
夫
詩
句
男
児
。
　
（
奥
や
、
私
は
子
美
公
よ
り
も
っ
と
哀
れ
じ
ゃ
よ
。

騨
子
は

好
男
児
な
り

前
年
　
語
を
学
び
し
時

問
知
す
人
客
の
姓

諦

し
得
た
り
老
夫
の
詩

【前
腔

（
玉
山
頽
）
】
　
（
杜
宝
）

　
　
　
　

（我
に

は

母
を
ま
ね
び
て
眉
を
画
く
嬌
女
の
み
。
）

母
を
学
び
て
為
さ
ざ
る
は
無
く

暁
版
　
手
に
随
ひ
て
抹
す

時

を
移
し
て
朱
鉛
を
施
せ
ば

狼
籍
と
し
て
画
眉
闊
し

「
遣
興
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
北
征
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
五
）

　

こ
の
二
つ
は
杜
宝
が
自
分
に
は
娘
し
か
い
な
い
こ
と
を
歎
い
た
箇
所
で
あ
り
、
杜
甫
の
後
高
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
我
が
子
の
様

を
叙
し
た
杜
詩
を
用
い
て
い
る
。

④
第
五
齢
「
延
師
」
　
【
鎖
南
枝
】
　
（
陳
最
良
）

　
將
耳
順
、
望
古
稀
、
儒
冠
誤
人
霜
髪
練
。
　
（
齢
は
六
十
に
な
ら
ん
と
し
、
古
稀
も
遠
か
ら
ず
、
儒
学
に
身
を
誤
ら
せ
、
髪
に
は
霜
。
）

　
　
酒
債
尋
常
行
庭
有
　
酒
債
　
尋
常
　
行
く
処
に
有
り

　
　
人
生
七
十
古
來
稀
　
人
生
　
七
十
　
古
来
稀
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
曲
江
二
首
」
詩
、
其
二
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
六
）

　
杜
詩
は
曲
江
に
て
春
懐
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
陳
最
良
は
語
句
の
曲
ハ
拠
と
し
て
杜
詩
を
用
い
て
い
る
。

⑤
第
五
駒
「
延
師
」
　
（
杜
宝
）

　
則

『
詩
経
』
開
首
便
是
后
妃
之
徳
、
四
箇
字
児
順
口
、
且
是
學
生
家
傳
、
習
『
詩
』
罷
。
　
（
た
だ
『
詩
経
』
は
開
巻
第
一
に
后
妃
の

　
徳
を
称
え
て
お
り
ま
し
て
、
四
字
句
で
口
調
が
よ
ろ
し
い
。
し
か
も
私
ど
も
の
家
伝
の
学
で
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
　
『
詩
経
』
を
学

一
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ば

せ
ま
し
ょ
う
。
）

　
　
詩
是
吾
家
事
　
　
『
詩
』
は
是
れ
吾
が
家
の
事

　
　
人
傳
世
上
情
　
人
は
伝
ふ
世
上
の
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
宗
武
生
日
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
十
七
）

　
家
庭
教
師
陳
最
良
と
娘
の
教
育
に
つ
い
て
論
ず
る
場
面
で
あ
る
。
杜
甫
の
後
喬
と
し
て
家
学
の
『
詩
経
』
を
学
ば
せ
る
こ
と
を
杜
詩

に

依
拠
し
て
主
張
し
て
い
る
。

⑥
第
九
駒
「
粛
…
苑
」
　
【
前
腔
（
一
江
風
）
】
　
（
陳
最
良
）

　
祢
尋
常
到
講
堂
、
時
常
向
　
填
窩
、
伯
燕
泥
香
鮎
渦
在
琴
書
上
。
　
（
常
日
頃
、
講
堂
に
到
り
、
書
窓
に
向
ひ
な
ば
、
恐
ら
く
は
燕
の
泥

　
も
て
琴
書
を
汚
さ
ん
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
は

　
　
熟
知
茅
齋
絶
低
小
　
茅
斎
の
絶
だ
低
小
な
る
を
熟
知
し
て

　
　
江
上
燕
子
故
來
頻
　
江
上
の
燕
子
　
故
に
来
る
こ
と
頻
り
な
り

　
　
街
泥
鮎
汚
琴
書
内
　
泥
を
街
み
て
点
汚
す
　
琴
書
の
内

　
　
更
接
飛
巌
打
著
人
　
更
に
飛
虫
を
接
し
て
人
を
打
著
す
　
　
　
　
　
　
　
「
絶
句
漫
興
九
首
」
詩
、
其
三
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
九
）

　
原
詩
は
杜
甫
が
溌
花
草
堂
に
て
春
の
日
の
感
慨
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
　
『
還
魂
記
』
で
は
陳
最
良
が
杜
麗
娘
が
杜
甫
の
後
喬
で

あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
杜
詩
を
用
い
て
唱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑦
第
十
一
勧
「
慈
戒
」
　
（
頸
氏
）

　
可
憐
小
児
女
、
長
自
繍
窩
前
。
　
（
憐
れ
む
べ
し
我
が
娘
、
常
に
繍
窓
の
前
に
在
り
。
）

　
　
遙
憐
小
児
女
　
遙
に
憐
れ
む
小
児
女
の

　
　
未
解
憶
長
安
　
未
だ
長
安
を
憶
ふ
を
解
せ
ざ
る
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
月
夜
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
四
）

　
杜
麗
娘
が
杜
甫
の
娘
同
様
に
世
情
を
解
せ
な
い
で
い
る
こ
と
を
母
親
の
頸
氏
が
哀
れ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
杜
甫
の

後
喬
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
杜
詩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑧
第
十
二
齢
「
尋
夢
」
　
（
春
香
）

　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
さ

　
香
飯
盛
來
鵬
鵡
粒
、
清
茶
整
出
鶴
鵡
斑
。
　
（
香
飯
　
盛
り
来
る
鵬
鵡
粒
、
清
茶
　
撃
げ
出
す
鶴
鵡
斑
。
）

　
　
　
　
　

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
杜
詩
の
受
容
（
根
ヶ
山
）
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中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
号

　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
ば

　
　
香

稻
啄
残
鵬
鵡
粒
　
香
稲
　
啄
み
残
す
　
鵬
鵡
の
粒

　
　
碧
梧
棲
老
鳳
恩
枝
　
碧
梧
　
棲
み
老
ゆ
　
鳳
鳳
の
枝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
秋
興
八
首
」
詩
、
其
八
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
十
七
）

　
杜
詩
は

秋
の
感
慨
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
春
香
は
春
の
懐
い
に
心
を
傷
め
た
杜
麗
娘
を
意
識
し
て
杜
詩
を
用
い
つ
つ
こ
の
詞
を

詠
ん

で
い
る
。

⑨
第
十
二
齢
「
尋
夢
」
　
【
不
是
路
】
　
（
春
香
）

　
何
意
輝
媚
、
小
立
在
垂
垂
花
樹
邊
。
　
（
何
の
意
か
麗
し
き
人
の
、
枝
を
垂
れ
し
梅
樹
の
下
に
仔
む
。
）

　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら

　
　
江
邊
一
樹
垂
垂
護
　
江
辺
の
一
樹
　
垂
垂
と
し
て
発
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
な
が

　
　
朝
夕
催
人
自
白
頭
　
朝
夕
　
人
を
催
し
て
自
ら
白
頭
な
ら
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
和
斐
迫
登
蜀
州
東
亭
送
客
逢
早
梅
相
憶
見
寄
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
九
）

　
原
詩
は
し
だ
れ
咲
く
梅
花
を
見
て
郷
愁
を
掻
き
立
て
ら
れ
た
こ
と
を
詠
む
が
、
春
香
は
そ
れ
を
花
園
で
夢
に
書
生
と
契
っ
た
往
日
を

回

顧
す

る
杜
麗
娘
の
感
慨
に
置
き
換
え
て
唱
っ
て
い
る
。

⑩
第
十
二
駒
「
尋
夢
」
　
【
二
犯
広
令
】
　
（
杜
麗
娘
）

　
他
診
三
這
、
他
　
這
春
三
月
紅
錠
雨
肥
天
。
　
（
こ
の
春
の
、
こ
の
春
の
三
月
、
梅
の
実
の
紅
く
綻
び
し
は
雨
豊
か
な
れ
ば
な
り
。
）

　
　
緑
垂
風
折
筆
　
緑
は
垂
る
　
風
に
折
る
る
筆

　
　
紅
錠
雨
肥
梅
　
紅
は

錠
ぶ
　
雨
に

肥
ゆ
る
梅
　
　
　
　
　
「
陪
鄭
廣
文
遊
何
將
軍
山
林
十
首
」
詩
、
其
五
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
）

　
原
詩
は
杜
甫
が
広
文
館
博
士
鄭
慶
と
と
も
に
何
将
軍
の
山
荘
に
遊
ん
で
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
杜
麗
娘
は
庭
園
の
ふ
と
っ
た
梅
実
の

様
を
杜
詩
に
基
づ
い
て
唱
っ
て
い
る
。

⑪
第
十
二
鮪
「
尋
夢
」
　
（
春
香
）

　
佳
人
拾
翠
春
亭
遠
、
侍
女
添
香
午
院
清
。
　
（
佳
人
　
翠
を
拾
ひ
て
春
亭
遠
し
、
侍
女
　
香
を
添
へ
て
午
院
清
し
。
）

　
　
佳
人
拾
翠
春
相
問
　
佳
人
　
翠
を
拾
ひ
て
春
に
相
ひ
問
は
ば

　
　
仙
侶
同
舟
晩
更
移
　
仙
侶
　
舟
を
同
じ
う
し
て
晩
に
更
に
移
る
　
　
　
　
　
「
秋
興
八
首
」
詩
、
其
八
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
十
七
）

　
春
香
は
秋
の
感
慨
を
詠
ん
だ
杜
詩
に
借
り
て
、
春
の
懐
い
に
心
を
傷
め
た
杜
麗
娘
を
意
識
し
て
こ
の
詞
を
詠
ん
で
い
る
。
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⑫
第
十
四
鶴
「
爲
眞
」
　
【
刷
子
序
犯
】
　
（
杜
麗
娘
）

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
カ

　
迫
遙
、
悠
劃
壼
助
愁
芳
草
、
甚
法
見
鮎
活
心
苗
。
　
（
そ
ぞ
ろ
歩
き
、
忠
で
刈
り
尽
さ
ん
愁
ひ
誘
ふ
芳
草
、
甚
に
し
て
か
我
が
心
力
づ

　
け
ん
。
）

　
　
江
草

日
日
喚
愁
生
　
江
草
　
日
日
愁
ひ
を
喚
び
て
生
ず

　
　
巫
峡
冷
冷
非
世
情
　
巫
峡
冷
冷
　
世
情
に
非
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
愁
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
十
八
）

　
杜
麗
娘

は
杜
詩
に
言
う
愁
い
を
誘
う
江
草
に
掛
け
て
自
ら
の
心
を
慰
め
よ
う
と
す
る
思
い
を
唱
っ
て
い
る
。

⑬
第
二
二
駒
「
旅
寄
」
　
【
歩
歩
嬌
】
　
（
陳
最
良
）

　
背
上
騙
児
笑
、
心
知
第
五
橋
。
　
（
騙
馬
の
背
に
在
り
、
脚
取
り
軽
き
を
見
、
心
に
知
る
第
五
橋
の
近
き
を
。
）

　
　
不
識
南
塘
路

　
識
ら
ず
　
南
塘
の
路

　
　
今
知
第
五
橋
　
今
知
る
　
第
五
橋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
陪
鄭
廣
文
遊
何
將
軍
山
林
十
首
」
詩
、
其
一
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
）

　
何
将
軍
の
山
荘
に
遊
ん
で
詠
ん
だ
杜
詩
の
詩
意
を
離
れ
て
、
家
庭
教
師
の
先
を
求
め
る
陳
最
良
の
唱
に
仕
立
て
あ
げ
て
い
る
。

⑭
第
一
三
二
駒
「
秘
議
」
　
（
柳
夢
梅
）

　
中
天
積
翠
玉
壷
遙
、
上
帝
高
居
絡
節
朝
。
遂
有
漏
夷
來
撃
鼓
、
始
知
秦
女
善
吹
篇
。
　
（
中
天
の
積
翠
　
玉
台
遙
か
に
、
上
帝
の
高
居

　
経
節
朝
す
。
遂
に
漏
夷
有
り
　
来
た
り
て
鼓
を
撃
ち
、
始
め
て
知
る
　
秦
女
の
善
く
籍
を
吹
く
を
。
）

　
　
中
天
積
翠
玉
毫
遙
　
中
天
の
積
翠
　
玉
台
遙
か
に

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
上
帝
高
居
経
節
朝
　
上
帝
の
高
居
　
緯
節
朝
す

　
　
遂
有
薦
夷
來
撃
鼓
　
遂
に
漏
夷
有
り
　
来
た
り
て
鼓
を
撃
ち

　
　
始
知
轟
女
善
吹
籍
　
始
め
て
知
る
　
嵐
女
の
善
く
籍
を
吹
く
を
　
　
　
　
　
「
玉
毫
観
二
首
」
詩
、
其
一
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
十
三
）

　
杜
詩
は
縢
王
の
玉
台
観
の
景
色
を
賞
で
た
も
の
で
あ
る
が
、
　
『
還
魂
記
』
で
は
柳
夢
梅
が
梅
花
奄
観
を
参
拝
し
た
際
の
詞
に
置
き
換

え
て
い
る
。

⑮
第
三
九
勧
「
如
杭
」
　
【
小
措
大
】
　
（
杜
麗
娘
）

　
沈
酔
了
九
重
春
色
、
便
看
花
十
里
蹄
來
。
　
（
九
重
の
春
色
に
酔
ひ
し
れ
て
、
花
を
見
つ
つ
十
里
の
道
を
帰
ら
ん
。
）

　
　
　
　
　

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
杜
詩
の
受
容
（
根
ヶ
山
）
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五
夜
漏
聲
催
曉
箭
　
五
夜
の
漏
声
　
暁
箭
を
催
し

　
　
九
重
春
色
酔
仙
桃
　
九
重
の
春
色
　
仙
桃
酔
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
「
奉
和
頁
至
舎
人
早
朝
大
明
宮
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
五
）

　
原
詩
は
中
書
舎
人
費
至
の
「
早
朝
大
明
宮
」
詩
に
和
し
た
作
で
あ
り
、
こ
こ
に
掲
げ
た
前
半
部
分
で
は
早
朝
の
朝
廷
の
様
を
詠
ん
で

い

る
。
　
『
還
魂
記
』
で
は
杜
麗
娘
が
柳
夢
梅
に
試
験
で
の
成
功
を
期
待
し
た
も
の
と
し
て
こ
の
詩
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑯
第
四
一
駒
「
耽
試
」
　
【
前
腔
（
馬
蹄
花
）
】
　
（
苗
舜
賓
）

　
休
釣
竿
児
梯
緯
了
珊
瑚
、
敢
今
番
着
了
驚
頭
。
　
（
汝
は
釣
竿
も
て
珊
瑚
樹
を
払
は
ん
と
す
、
こ
の
た
び
こ
そ
状
元
に
合
格
せ
ん
。
）

　
　
詩
巻
長
留
天
地
間
　
詩
巻
　
長
く
留
む
　
天
地
の
間

　
　
釣
竿
欲
梯
珊
瑚
樹
　
釣
竿
　
払
は
ん
と
欲
す
　
珊
瑚
の
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
送
孔
巣
父
謝
病
瞬
游
江
東
兼
呈
李
白
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
）

　
原
詩
は
病
気
で
辞
職
し
た
孔
巣
父
に
杜
甫
が
高
い
評
価
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
　
『
還
魂
記
』
で
は
こ
れ
を
考
官
苗
舜
賓
の
柳
夢
梅

評
価
に

当
て
嵌
め
て
い
る
。

⑰
第
四
一
勧
「
耽
試
」
　
（
老
枢
密
）

　
花
薯
爽
城
通
御
氣
、
芙
蓉
小
苑
入
邊
愁
。
　
（
花
薯
の
來
城
　
御
気
を
通
じ
、
芙
蓉
の
小
苑
　
辺
愁
に
入
る
。
）

　
　
花
薯
爽
城
通
御
氣
　
花
薯
の
來
城
　
御
気
を
通
じ

　
　
芙
蓉
小
苑
入
邊
愁
　
芙
蓉
の
小
苑
　
辺
愁
に
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
秋
興
八
首
」
詩
、
其
六
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
十
七
）

　
杜
詩
は

辺
境
の
憂
患
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
金
軍
の
入
・
冠
に
流
用
し
て
い
る
。

⑱
第
四
二
勧
「
移
鎭
」
　
（
駅
丞
）

　
羽
激
從
参
賛
、
牙
籔
報
騨
程
。
　
（
羽
激
　
参
賛
に
従
ひ
、
牙
籔
　
駅
程
に
報
ず
。
）

　
　
宿
漿
依
農
事
　
宿
漿
　
農
事
に
依
る

　
　
郵
籔
報
水
程
　
郵
籔
　
水
程
に
報
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
宿
青
草
湖
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
二
）

　
原
詩
は
杜
甫
が
宿
泊
し
た
青
草
湖
の
駅
館
の
有
り
様
を
詠
ん
で
い
る
。
　
『
還
魂
記
』
で
は
こ
れ
に
借
り
て
准
安
に
鎮
を
移
す
際
の
駅

丞
の
詞
に
置
き
換
え
て
い
る
。

「
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⑲
第
四
二
駒
「
移
鎭
」
　
【
尾
聲
】
　
（
頸
氏
）

　
老
爺
也
、
珍
重
祢
這
満
眼
兵
文
一
腐
儒
。
　
（
旦
那
様
、
汝
の
身
を
ば
い
た
わ
れ
か
し
、
眼
に
満
つ
る
は
兵
文
と
一
人
の
老
儒
。
）

　
　
江
漢
思
蹄
客
　
江
漢
　
思
帰
の
客

　
　
乾
坤
一
腐
儒
　
乾
坤
　
一
腐
儒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
江
漢
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
三
）

　
　
社
稜
纒
妖
氣
　
社
稜
　
妖
気
を
纒
ひ

　
　
干
文
送
老
儒
　
干
文
　
老
儒
を
送
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
舟
出
江
陵
南
浦
奉
寄
鄭
少
サ
審
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
二
）

　

「
江
漢
」
詩
は
老
境
に
あ
っ
て
辺
境
に
暮
ら
す
悲
哀
を
、
　
「
舟
出
江
陵
南
浦
奉
寄
鄭
少
サ
審
」
詩
は
老
い
て
千
戊
に
逐
わ
れ
る
我
が

身
を
歎
い
た
詩
で
あ
る
。
　
『
還
魂
記
』
で
は
頸
氏
が
准
揚
安
撫
使
と
し
て
赴
任
す
る
夫
杜
宝
の
身
を
案
じ
る
気
持
ち
を
杜
詩
の
詩
意
に

借
り
て
唱
っ
て
い
る
。

⑳
第
四
九
駒
「
潅
泊
」
　
【
早
羅
抱
】
　
（
柳
夢
梅
）

　

［白
］
此
中
使
客
往
來
、
休
可
也
聴
見
「
誼
書
破
萬
巻
」
。
　
（
中
略
）
　
［
唱
］
可
笑
一
場
閑
話
、
破
詩
書
萬
巻
、
筆
蘂
千
花
。
　
（
こ

　
の
宿
に
は

旅
人
が
多
い
だ
ろ
う
が
、
万
巻
の
書
を
読
破
し
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
ね
。
　
（
中
略
）
あ
な
お
か
し
、

　

こ
の
む
だ
話
し
、
詩
書
は
万
巻
を
読
破
し
、
筆
の
蘂
に
千
花
開
く
と
。
）

　
　
讃
書
破
萬
巻
　
読
書
　
万
巻
を
破
り

　
　
下
筆
如
有
神
　
筆
を
下
せ
ば
神
有
る
が
如
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
奉
贈
章
左
丞
丈
二
十
二
韻
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
）

　
杜
甫
が
青
年
で
あ
っ
た
頃
、
万
巻
の
書
を
読
破
し
た
と
い
う
故
事
に
借
り
て
、
年
若
き
柳
夢
梅
が
自
ら
の
才
能
を
誇
示
し
よ
う
と
し

た

も
の
で
あ
る
。

⑳
第
五
十
駒
「
闇
宴
」
　
（
杜
宝
）

　
功
名
富
貴
草
頭
露
、
骨
肉
團
圓
錦
上
花
。
　
（
功
名
富
貴
は
草
頭
の
露
、
骨
肉
の
団
円
は
錦
上
の
花
。
）

　
　
惜
君
只
欲
苦
死
留
　
君
を
惜
し
み
て
只
だ
苦
死
し
て
留
め
ん
と
欲
す

　
　
富
貴
何
如
草
頭
露
　
富
貴
は
草
頭
の
露
に
何
如
　
　
　
　
　
「
送
孔
巣
父
謝
病
蹄
游
江
東
兼
呈
李
白
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
）

　
原
詩

は
孔
巣
父
の
帰
郷
に
つ
い
て
称
賛
し
て
お
り
、
杜
宝
は
金
軍
を
退
け
帰
郷
の
た
め
に
休
暇
を
願
い
出
た
と
い
う
箇
所
で
杜
詩
の

　
　
　
　
　

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
杜
詩
の
受
容
（
根
ヶ
山
）
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詩
意
に
借
り
て
、
功
名
富
貴
は
葉
末
の
露
と
同
じ
で
、
　
一
家
の
団
簗
こ
そ
が
錦
上
の
花
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑳
第
五
十
齢
「
闊
宴
」
　
【
金
蕉
葉
】
　
（
柳
夢
梅
）

　
帽
児
光
整
頓
從
頭
、
還
則
伯
未
分
明
的
門
楯
認
否
。
　
（
帽
子
に
光
沢
つ
け
頭
よ
り
身
嗜
み
を
整
へ
ん
、
未
だ
明
ら
か
な
ら
ざ
る
娘
婿

　
は

認
め
ら
る
る
や
否
や
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
妾
身
未
分
明
　
妾
が
身
は
未
だ
分
明
な
ら
ず

　
　
何
以
拝
姑
鐘
　
何
を
以
て
か
姑
璋
を
拝
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
新
婚
別
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
七
）

　

「
新
婚
別
」
詩
は
夫
の
出
征
に
よ
り
生
き
別
れ
と
な
っ
た
新
婦
が
自
分
の
身
分
が
定
か
で
は
な
い
と
い
う
悲
し
み
を
詠
ん
だ
も
の
で

あ
り
、
柳
夢
梅
は
そ
の
詩
句
を
借
り
て
父
親
杜
宝
に
認
め
ら
れ
ぬ
う
ち
は
女
婿
と
し
て
の
自
分
の
立
場
が
定
か
で
な
い
こ
と
を
唱
っ
て

い
る
。

⑳
第
五
十
駒
「
闊
宴
」
　
【
前
腔
（
梁
州
序
）
】
　
（
文
武
官
）

　
看
洗
兵
河
漢
、
挨
天
高
手
。
　
（
武
器
を
銀
河
に
洗
は
ん
、
天
に
か
が
や
く
高
き
手
。
）

　
　
安
得
肚
士
挽
天
河
　
安
ん
ぞ
壮
士
　
天
河
を
挽
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　

　
　
浄
洗
甲
兵
長
不
用
　
浄
く
甲
兵
を
洗
ひ
て
長
く
用
ひ
ざ
る
を
得
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
洗
兵
行
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
六
）

　
原
詩
は
天
の
河
で
武
器
を
洗
い
永
久
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
の
意
で
あ
り
、
文
武
官
は
こ
れ
に
借
り
て
杜
宝
の
平
章
軍
国
大

事
へ
の
陞
任
を
祝
う
と
同
時
に
、
平
和
を
望
む
気
持
ち
を
唱
っ
て
い
る
。

⑳
第
五
三
駒
「
硬
拷
」
　
【
風
入
松
慢
】
　
（
柳
夢
梅
）

　
無
端
雀
角
土
牢
中
、
是
什
歴
孔
雀
屏
風
。
　
（
は
し
な
く
も
謳
告
を
受
け
、
土
牢
に
入
れ
ら
る
。
な
ん
の
許
婚
そ
や
。
）

　
　
屏
開
金
孔
雀
　
屏
は
開
く
金
孔
雀

　
　
褥
隠
繍
芙
蓉
　
褥
は
隠
る
繍
芙
蓉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
李
監
宅
二
首
」
詩
、
其
一
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
）

　
杜
詩

は
李
監
が
女
婿
を
迎
え
た
時
の
宴
席
の
有
り
様
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
柳
夢
梅
は
そ
の
詩
句
を
女
婿
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず

杜
宝
に
捕
え
ら
れ
土
牢
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
不
条
理
を
唱
っ
た
も
の
に
置
き
換
え
て
用
い
て
い
る
。

⑳
第
五
三
駒
「
硬
拷
」
　
【
唐
多
令
】
　
（
杜
宝
）
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取
秋
光
長
創
僑
腔
桐
。
　
（
秋
光
の
ご
と
く
輝
く
長
剣
も
て
峰
燗
に
衙
ら
ん
。
）

　
　
防
身
一
長
剣
　
防
身
の
一
長
剣

　
　
將
欲
僑
腔
燗

　
将
に

腔
胴
に

碕

ら
ん
と
欲
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
投
贈
嵜
訂
開
府
翰
二
十
韻
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
三
）

　
開
府
儀
同
三
司
、
河
西
節
度
使
の
任
に
あ
る
寄
野
翰
に
贈
っ
た
こ
の
杜
甫
の
詩
で
は
、
諸
侯
の
幕
客
に
な
ら
ぬ
う
ち
年
老
い
て
し
ま
っ

た

自
分
も
君
の
も
と
で
活
躍
し
た
い
と
い
う
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
杜
宝
は
杜
甫
の
後
高
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、
軍
功
に

よ
り
聖
恩
を
蒙
っ
て
宰
相
に
任
ぜ
ら
れ
た
自
ら
を
形
容
し
て
い
る
。

⑳
第
五
三
齢
「
硬
拷
」
　
（
杜
宝
）

　
壌
中
還
有
玉
魚
・
金
椀
。
　
（
墓
の
中
に
は
ま
だ
玉
魚
や
金
椀
が
あ
っ
た
は
ず
じ
ゃ
。
）

　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ

　
　
昨

日
玉
魚
蒙
葬
地
　
昨
日
　
玉
魚
　
葬
地
に
蒙
は
る

　
　
早
時
金
碗

出
人
間
早
時
金
碗
人
間
に
出
づ
　
　
　
　
　
　
　
「
諸
將
五
首
」
詩
、
其
一
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
十
六
）

　
杜
詩
は
吐
蕃
の
侵
入
を
防
ぐ
将
軍
の
こ
と
を
叙
す
が
、
　
『
還
魂
記
』
で
は
柳
夢
梅
を
吐
蕃
に
擬
え
て
杜
麗
娘
の
墳
墓
を
発
い
た
犯
人

の

ご
と
く
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑳
第
五
四
勧
「
聞
喜
」
　
（
郭
駝
）

　
要
問
竈
鰻
窟
、
還
過
鳥
鵡
橋
。
　
（
竈
竈
窟
を
問
は
ん
と
要
し
、
還
た
烏
鵡
橋
を
過
ぎ
ぬ
。
）

　
　
江
光
隠
見
竈
竈
窟
　
江
光
　
隠
見
す
　
竈
竈
の
窟

　
　
石
勢
参
差
烏
鵠
橋
　
石
勢
　
参
差
た
り
　
鳥
鵠
橋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
玉
毫
観
二
首
」
詩
、
其
一
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
十
三
）

　
原
詩
は
縢
王
の
玉
台
観
に
遊
ん
だ
時
の
作
で
あ
り
、
観
中
の
景
色
を
賞
で
た
も
の
で
あ
る
が
、
　
『
還
魂
記
』
で
は
主
人
の
柳
夢
梅
の

行
方
を
探
し
求
め
る
老
僕
郭
駝
の
様
の
描
写
に
置
き
換
え
て
い
る
。

　

『
還
魂
記
』
に
は
以
上
の
ご
と
く
杜
詩
を
典
拠
と
し
て
用
い
て
い
る
。
勿
論
、
単
に
語
句
の
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
も

あ
る
け
れ
ど
も
、
概
ね
は
杜
宝
、
杜
麗
娘
父
娘
が
杜
甫
の
後
喬
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
新
た
な
る
意
味
が
附
与
さ
れ
て
の
援
用

で

あ
る
。
こ
の
外
、
杜
詩
を
典
拠
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
や
は
り
こ
の
二
人
が
杜
甫
の
後
喬
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し

た
次
の
よ
う
な
箇
所
も
あ
る
。

　
　
　
　
　

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
杜
詩
の
受
容
（
根
ヶ
山
）
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○

第
二
七
勧
「
魂
遊
」
　
［
添
字
昭
君
怨
］
　
（
杜
麗
娘
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
昔

日
千
金
小
姐
、
今
日
水
流
花
謝
。
這
滝
俺
惜
惜
杜
陵
花
、
太
藺
他
。
　
（
昔
日
は
千
金
の
娘
、
今
日
は
水
流
れ
花
謝
る
。
こ
の
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
は

　
　
情
な
る
杜
陵
の
花
、
太
だ
人
を
煩
わ
す
。
）

　
柳
夢
梅
の
こ
と
を
思
い
詰
め
る
杜
麗
娘
の
亡
魂
が
梅
花
奄
観
に
現
わ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
杜
甫
の
後
喬
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
て
自
ら
を
「
杜
陵
の
花
」
と
言
っ
て
い
る
。

○

第
四
二
鮪
剛
「
移
鎭
」
　
【
短
拍
】
　
（
杜
宝
）

　
　
老
影
分
飛
、
老
影
分
飛
、
似
参
軍
杜
甫
、
把
山
妻
泣
向
天
隅
。
　
（
老
い
た
る
影
は
分
か
れ
飛
ぶ
、
老
い
た
る
影
は
分
か
れ
飛
ぶ
、

　
　
参
軍
の
杜
甫
に
似
て
、
山
妻
を
ば
泣
き
て
天
の
一
隅
に
立
た
し
む
。
）

　
金
軍
入
冠
の
た
め
鎮
を
移
す
杜
宝
が
妻
頸
氏
と
別
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
、
左
拾
遺
か
ら
華
州

司
功
参
軍
の
任
に
就
い
た
杜
甫
の
一
家
離
散
に
擬
え
た
場
面
で
あ
る
。

○

第
四
七
駒
「
園
繹
」
　
（
陳
最
良
）

　
　
漢
朝
有
箇
李
・
杜
至
交
、
唐
朝
也
有
箇
李
・
杜
契
友
、
因
此
杜
安
撫
斗
膿
構
箇
通
家
。
　
（
漢
朝
で
は
李
麿
と
杜
密
と
が
親
し
く
交

　
　
わ

り
、
唐
朝
で
も
李
白
と
杜
甫
と
が
親
密
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
杜
安
撫
は
大
胆
に
も
代
々
の
御
高
誼
と
申
さ
れ
た
の
で
す
。
）

　
金
軍
の

李
全
に
捕
え
ら
れ
た
陳
最
良
が
、
李
全
と
杜
宝
と
の
高
誼
が
代
々
続
い
て
い
る
こ
と
を
李
暦
と
杜
密
、
李
白
と
杜
甫
の
関
係

に

擬
え
た
場
面
で
あ
る
。

○

第
五
五
餉
「
圓
駕
」
　
【
北
四
門
子
】
　
（
杜
麗
娘
）

　
　
則
祢
箇
杜
杜
陵
慣
把
女
骸
児
嚇
、
那
柳
柳
州
他
可
也
門
戸
風
華
。
　
（
杜
陵
の
杜
氏
は
常
に
娘
を
驚
か
し
、
柳
州
の
柳
氏
の
家
柄
も

　
　
ま
た
立
派
。
）

　
柳
夢
梅
と
の
婚
姻
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
父
親
杜
宝
に
対
す
る
杜
麗
娘
の
唱
で
あ
り
、
杜
甫
、
柳
宗
元
の
後
高
で
あ
る
こ
と
を
意
識

し
て
唱
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に

せ
よ
同
じ
よ
う
に
主
人
公
の
祖
先
と
し
て
擬
定
さ
れ
な
が
ら
、
杜
詩
の
援
用
が
上
掲
の
ご
と
く
多
数
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

柳
詩
が
皆
無
で
あ
る
の
は
、
や
は
り
湯
顕
祖
の
恣
意
的
な
弁
別
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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三

　

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
杜
詩
の
多
用
は
、
湯
顕
祖
の
文
学
上
の
主
張
と
も
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
湯
顕
祖
が
柳
宗
元
、

杜
甫
の
文
学
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
、
彼
の
詩
文
に
即
し
て
考
え
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

「
与
陸
景
鄭
」
　
（
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
尺
績
・
四
）
に
は
、
自
ら
の
文
学
遍
歴
を
述
べ
つ
つ
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
　
僕
少
く
し
て
西
山
の
『
正
宗
』
を
読
み
、
因
っ
て
好
ん
で
古
文
詩
を
為
る
も
、
未
だ
其
の
法
を
知
ら
ず
。
弱
冠
に
し
て
、
始
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
『
文
選
』
を
読
む
。
輯
ち
六
朝
の
情
を
ば
声
色
に
寄
す
る
を
以
て
好
し
と
為
す
も
、
亦
た
其
の
法
を
受
く
る
従
し
無
し
。
規
模
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま

　
　
趨

し
、
久
し
く
し
て
路
に
通
ず
る
こ
と
有
る
が
若
き
と
思
ふ
。
年
已
に
三
十
四
十
な
り
。
前
に
数
々
第
せ
ざ
る
を
以
て
、
展
転
頓

　
　
挫

し
、
気
力
已
に
減
じ
、
乃
ち
求
め
て
南
署
郎
と
為
り
、
稻
々
二
氏
の
書
を
読
み
、
方
外
に
従
ひ
て
遊
ぶ
を
得
た
り
。
因
り
て
六

　
　
大
家
の
文
を
取
り
て
更
に
之
れ
を
読
む
に
、
宋
の
文
は
則
ち
漢
の
文
な
り
。
気
骨
は
代
々
降
れ
ど
も
、
而
も
精
気
は
満
ち
て
動
し
。

　
　
其
の
法

を
行
ひ
て
其
の
機
に
通
ず
る
は
、
一
な
り
。
則
ち
益
々
好
み
て
之
れ
を
規
模
歩
趨
し
、
路
に
益
々
通
ず
る
有
る
が
若
き
を

　
　
お
ぼ

　
　
思

ゆ
。
亦
た
已
に
五
十
な
り
。
道
を
学
ぶ
も
成
る
無
く
、
而
し
て
文
を
為
る
を
学
ぶ
。
文
を
学
ぶ
も
成
る
無
く
、
而
し
て
詩
賦
を

　
　
学

ぶ
。
詩
賦
を
学
ぶ
も
成
る
無
く
、
而
し
て
小
詞
を
学
ぶ
。
小
詞
を
学
ぶ
も
成
る
無
く
、
且
に
転
じ
て
道
を
学
ば
ん
と
す
る
も
、

　
　
猶
ほ

未
だ
能
く
情
を
習
ふ
所
に
忘
れ
ざ
る
な
り
。
彦
昇
托
契
の
詠
、
子
美
同
遊
の
思
ひ
を
思
ひ
顧
み
て
、
四
方
の
大
に
し
て
、
必

　
　
ず
此
の
路
に
噴
然
と
し
て
、
其
の
法
に
精
し
く
其
の
機
に
深
き
者
有
り
と
謂
へ
り
。
老
ゆ
る
に
及
び
て
其
の
制
作
を
窺
ふ
を
得
ん

　
　

こ
と
を
庶
幾
ふ
も
、
鄙
質
を
発
し
て
未
だ
逮
ば
ざ
る
所
な
れ
ば
、
則
ち
亦
た
以
て
志
を
満
た
す
に
足
り
て
恨
み
無
し
。
　
（
中
略
）

　
　
古
の
文

賦
は
、
秦
・
西
漢
而
下
、
率
ね
足
ら
ざ
る
を
以
て
病
み
、
余
り
有
る
者
無
し
。
詩
は
、
唐
の
四
傑
・
子
美
而
外
、
亦
た
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
は
　
　
　
　
　
　
ち
か
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
り
有
る
無
し
。
其
の
足
ら
ざ
る
に
従
り
て
足
ら
し
む
れ
ば
、
斯
ち
已
に
幾
し
。
宗
元
の
文
を
為
る
を
論
じ
、
子
謄
の
「
説
稼
」
は
、

　
　
わ
づ

　
　
裁
か
に

其
の

足

る
を
求
む
る
を
以
て
止
む
。
文
の
質
に
至
り
て
は
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
已
に
成
れ
り
。
虎
豹
の
皮
、
虹
霞
の
色

　
　
は
、
質
を
犬
羊
舞
喧
に
借
ら
ざ
る
こ
と
必
せ
り
。

　
陸
景
郊
は
会
稽
の
人
で
、
名
は
夢
龍
、
字
を
君
啓
と
言
い
、
景
鄭
は
そ
の
号
で
あ
る
。
　
『
明
史
』
巻
二
四
一
の
伝
に
よ
れ
ば
、
万
暦

　
　
　
　
　

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
杜
詩
の
受
容
（
根
ヶ
山
）
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中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
号

三
八
年

（
一
六
一
〇
）
の
進
士
で
、
官
は
広
東
按
察
使
に
至
り
、
崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
、
流
賊
と
の
交
戦
で
戦
死
し
た
。

　
湯
顕
祖
の
「
答
陸
君
啓
孝
廉
山
陰
」
詩
（
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
詩
・
二
）
の
序
文
に
は
、
こ
の
尺
憤
に
言
う
内
容
と
同
じ
も
の
が
見

え
、
該
詩
に
は
「
衰
齢
半
百
九
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
万
暦
三
六
年
（
一
六
〇
八
）
、
湯
顕
祖
五
十
九
歳
、
故
郷
の
臨
川
に
閑
居
し
て

い

た

時
に

書
か
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
尺
順
も
同
じ
頃
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
尺
績
中
の
「
取
六
大
家
文
更
讃
之
、
宋
文
則
漢
文
也
。
　
（
中
略
）
益
好
而
規
模
歩
趨
之
、
思
路
益
若
有
通
焉
。
」
と
は
、
す
で
に
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
秀
夫

氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
南
署
郎
、
す
な
わ
ち
南
京
太
常
寺
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
て
以
降
、
当
時
一
世
を
風
靡
し
た
古

文
辞
派
の
人
び

と
が
否
定
し
た
、
宋
の
歓
陽
脩
、
蘇
洵
、
蘇
載
、
蘇
…
轍
、
王
安
石
、
曾
輩
の
文
学
に
親
災
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
彦
昇
托
契
之
詠
」
と
は
陸
機
「
歎
逝
賦
」
　
（
『
文
選
』
巻
十
六
）
に
「
託
末
契
於
後
生
、
余
將
老
而
爲
客
。
」
と
あ
る
の
を
踏

ま
え
る
。
彦
昇
は
任
防
の
字
で
あ
る
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
任
防
は
こ
の
よ
う
な
詩
句
を
残
し
て
い
な
い
。
ま
た
「
子
美
同
遊
之
思
」

と
は
杜
甫
「
江
上
値
水
如
海
勢
柳
短
述
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
十
）
の
「
焉
得
思
如
陶
謝
手
、
令
渠
述
作
與
同
遊
。
」
に
よ
る
。
こ
こ

で
は

自
ら
も
老
齢
の
域
に
達
し
た
湯
顕
祖
が
、
若
者
と
心
を
打
ち
解
け
て
交
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
老
境
の
任
肪
、
老
い
て
詩
藻
の
枯

渇
を
憂
え
る
杜
甫
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
更
に
「
詩
、
唐
四
傑
子
美
而
外
、
亦
無
有
絵
。
」
と
言
う
の
は
、
初
唐
の
四
傑
、
盛
唐
の
杜
甫
の
詩
に
、
　
「
宗
元
之
論
爲
文
、
子
謄

之
説
稼
、
裁
以
求
其
足
而
止
。
」
と
は
、
柳
宗
元
、
蘇
載
の
文
章
に
価
値
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
や
は
り
古
文
辞
派

と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
同
時
代
、
あ
る
い
は
後
代
の
人
び
と
に
湯
顕
祖
の
文
学
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
湯
顕
祖
の
生
前
に
書
か
れ
た
郷
迫
光
「
臨
川
湯
先
生
傳
」
　
（
沈
際
飛
輯
『
玉
茗
堂
集
選
』
巻
首
）
に
は
、
彼
が
漢
魏
六
朝
、
李
白
、

杜
甫
に
親
災
し
な
が
ら
も
独
自
の
境
地
を
拓
い
て
い
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
ま

　
　
公
は

書
に

於
て
読

ま
ざ
る
所
無
し
。
而
も
尤
も
漢
魏
の
『
文
選
』
一
書
を
攻
め
、
巻
を
掩
ひ
て
論
す
る
に
至
り
て
は
、
隻
字
も
設

　
　
た

ず
。
詩
に
於
て
は
文
の
若
く
比
擬
せ
ざ
る
所
無
く
、
而
も
尤
も
西
京
・
六
朝
・
青
蓮
・
少
陵
氏
に
精
し
。
然
る
に
西
京
を
為
り

　
　
て
西
京
に

非
ず
、
六
朝
を
為
り
て
六
朝
に
非
ず
、
青
蓮
・
少
陵
を
為
り
て
青
蓮
・
少
陵
に
非
ず
。

　
ま
た
『
明
詩
紀
事
』
　
（
庚
籔
、
巻
二
）
湯
顕
祖
の
条
の
陳
田
の
按
語
に
は
、
詩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
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ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

　
　
義
傍
は

才
気
兀
傲
に
し
て
、
一
世
を
可
さ
ず
。
集
中
の
五
古
は
、
清
動
沈
欝
、
天
然
孤
秀
た
り
。
而
る
に
時
に
窒
渋
を
傷
む
は
、

　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
則

ち
柾
が
れ
る
を
矯
む
る
こ
と
の
過
ぐ
れ
ば
な
り
。
其
の
詩
に
云
ふ
「
常
に
古
人
の
先
ん
ず
る
を
恐
れ
、
乃
ち
今
人
と
匹
せ
ん
」

　
　
と
。
又
た
云
ふ
「
文
家
は
小
枝
と
錐
も
、
目
中
誰
か
大
手
な
る
。
何
・
李
の
色
は
枯
薄
に
し
て
、
余
子
定
め
し
安
く
に
か
有
ら
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
と
。
李
・
何
は
法
を
杜
に
取
る
、
義
傍
は
則
ち
杜
を
並
せ
て
之
れ
を
薄
ん
ず
。
曰
く
「
少
陵
の
詩
は
一
『
清
』
字
を
少
く
」
と
。

　
　
喧
に

因
り
て
食
を
巌
す
と
謂
ふ
可
き
な
り
。
義
傍
は
蓑
中
郎
と
善
く
、
七
子
を
舎
き
て
男
に
膜
径
を
關
く
、
趣
向
は
則
ち
一
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
か

　
　
但
、
義
傍
は
古
を
師
と
し
、
較
々
程
矩
有
り
、
尚
ほ
能
く
派
を
別
ち
て
孤
り
行
く
。
中
郎
は
心
に
師
せ
て
自
ら
用
ふ
る
も
、
勢
ひ

　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
正
路

を
舎
て
て
荊
藤
に
入
り
て
止
ま
ざ
る
に
至
ら
ず
。
余
れ
両
家
の
得
失
を
論
ず
る
こ
と
此
の
如
し
。
一
概
に
抹
殺
し
、
作
者
の

　
　
苦
心
を
没
す
る
を
致
す
を
得
ざ
る
な
り
。

　
文
中
の
「
常
恐
古
人
先
、
乃
與
今
人
匹
」
の
句
は
、
　
「
三
十
七
」
詩
（
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
詩
・
一
）
に
見
え
、
　
「
文
家
錐
小
技
、

目
中
誰
大
手
。
何
李
色
枯
薄
、
絵
子
定
安
有
。
」
の
句
は
、
　
「
答
陸
君
啓
孝
廉
山
陰
」
詩
（
同
上
・
詩
・
二
）
に
見
え
る
。
ま
た
「
少

陵
詩
少
一
清
字
」
の
出
処
は
詳
ら
か
に
し
得
ぬ
が
、
あ
る
い
は
「
徐
司
空
詩
草
叙
」
　
（
同
上
・
文
・
五
）
の
「
杜
子
美
不
能
爲
清
、
況

今
之
人
。
」
、
　
「
金
竺
山
房
詩
序
」
　
（
同
上
）
の
「
誠
有
朧
西
不
足
爲
其
輕
、
少
陵
不
足
爲
其
重
者
。
」
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
文

は
、
湯
顕
祖
が
何
景
明
や
李
夢
陽
と
い
っ
た
古
文
辞
派
と
は
一
線
を
画
し
、
彼
ら
の
敬
慕
し
た
杜
甫
の
詩
に
比
肩
し
て
、
凌
駕
せ

ん
ば

か

り
で
あ
っ
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
湯
顕
祖
自
身
の
文
章
、
あ
る
い
は
後
人
の
湯
顕
祖
評
価
か
ら
も
、
湯
顕
祖
が
文
学
的
に
柳
宗
元
、
杜
甫
に
親
災
し
て
い

た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
当
然
の
ご
と
く
柳
宗
元
に
つ
い
て
は
古
文
を
、
杜
甫
に
つ
い
て
は
詩
を
尊
崇
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ

こ
で
柳
宗
元
の
文
章
が
『
還
魂
記
』
中
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
第
六
駒
「
恨
眺
」
は
、
柳
夢
梅
が
親
友
で
韓
愈
の
後
喬
に
擬
定
さ
れ
る
韓
子
才
と
と
も
に
嶺
南
に
あ
っ
て
不
遇
を
か
こ
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
の
祖
先
の
作
っ
た
文
章
を
言
い
連
ね
る
箇
所
で
あ
る
。

　
　

（
生
）
侮
公
公
説
道
、
　
「
宗
元
、
宗
元
、
我
和
休
雨
人
文
章
、
三
六
九
比
勢
。
我
有
『
王
泥
水
傳
』
、
休
便
有
『
梓
人
傳
』
。
我
有

　
　

『
毛
中
書
傳
』
、
休
便
有
『
郭
駝
子
傳
』
。
我
有
『
祭
鱗
魚
文
』
、
侮
便
有
『
捕
蛇
者
説
』
。
這
也
罷
了
。
則
我
『
進
平
准
西
碑
』
、

　
　
取
奉
取
奉
朝
廷
、
弥
却
又
進
箇
平
准
西
的
雅
。
一
篇
一
篇
、
休
都
放
俺
不
過
。
恰
如
今
既
竃
煙
方
、
也
合
着
一
庭
。
豊
非
時
乎
、

　
　
　
　
　

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
杜
詩
の
受
容
（
根
ヶ
山
）
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運

乎
、
命
乎
。
」
韓
兄
、
這
長
遠
的
事
休
提
了
。
假
如
俺
和
侮
論
如
常
、
難
道
便
鷹
這
等
寒
落
。
因
何
俺
公
公
造
下
一
篇

　
　
『
乞
巧
文
』
、
到
俺
二
十
八
代
玄
孫
、
再
不
曾
乞
得
一
此
二
巧
來
。
便
是
侮
公
公
立
意
倣
下
『
送
窮
文
』
、
到
老
兄
二
十
幾
輩
了
、
還

　
　
不
曾
送
的
箇
窮
去
。
算
來
都
則
爲
時
運
二
字
所
顧
。

　
　

（柳
夢
梅
）
あ
な
た
の
ご
先
祖
の
韓
愈
さ
ま
が
申
さ
れ
ま
し
た
。
　
「
宗
元
ど
の
、
宗
元
ど
の
、
私
と
あ
な
た
の
文
章
は
、
相
い
匹

　
　
敵
す

る
も
の
で
す
。
私
が
『
坊
者
王
承
福
伝
』
を
書
け
ば
、
あ
な
た
は
『
梓
人
伝
』
を
お
書
き
に
な
る
。
私
が
『
毛
穎
伝
』
を
書

　
　
け

ば
、
あ
な
た
は
『
種
樹
郭
棊
駝
伝
』
を
お
書
き
に
な
る
。
私
が
『
祭
織
魚
文
』
を
書
け
ば
、
あ
な
た
は
『
捕
蛇
者
説
』
を
お
書

　
　
き
に
な
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
と
し
て
、
私
が
『
平
潅
西
碑
』
を
朝
廷
に
た
て
ま
つ
る
と
、
あ
な
た
は
あ
な
た
で
『
平
潅
夷
雅
』

　
　
を
た
て
ま
つ
ら
れ
る
。
一
篇
一
篇
、
私
を
放
っ
て
は
お
か
れ
な
い
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
度
は
煙
方
に
左
遷
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、

　
　
ま
た
も
や
一
つ
処
に
て
落
ち
合
い
ま
し
た
。
時
だ
、
運
だ
、
命
だ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。
」
韓
君
、
こ
の
よ
う
な

　
　
遠
い

昔
の
話
は

や

め
に
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
私
と
君
が
常
日
頃
の
こ
と
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
こ
ん
な
に
ま
で
落
魂
す
る
と
は
思
わ

　
　
れ
ぬ
の

で
す

が
。
私
の
先
祖
が
『
乞
巧
文
』
を
書
い
た
の
に
、
二
十
八
代
目
の
子
孫
に
な
っ
て
も
、
わ
ず
か
の
幸
運
さ
え
も
得
ら

　
　
れ

ま
せ
ん
し
、
君
の
ご
先
祖
さ
ま
が
意
を
決
し
て
『
送
窮
文
』
を
お
書
き
に
な
っ
た
の
に
、
二
十
幾
代
目
か
の
君
に
な
っ
て
も
、

　
　
貧
乏
神
を
追
い
出
せ
な
い
で
い
ま
す
。
推
し
量
っ
て
み
る
に
、
す
べ
て
時
運
の
二
字
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
十
二
駒
「
尋
夢
」
の
杜
麗
娘
が
夢
に
見
た
書
生
を
追
懐
す
る
場
面
の
次
の
句
は
、
俗
に
柳
宗
元
の
作
と
言
わ
れ
る
『
龍
城
録
』
所

収
の

「
趙
師
雄
酔
憩
梅
花
下
」
故
事
を
意
識
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

【
二
犯
亥
令
】
　
（
旦
）
愛
熟
這
書
陰
便
、
再
得
到
羅
浮
夢
邊
。

　
　

（杜
麗
娘
）
こ
の
昼
間
の
樹
陰
こ
そ
い
と
慕
は
し
、
願
は
く
ば
再
び
羅
浮
の
夢
境
に
到
ら
ん
こ
と
を
。

　
ま
た
杜
麗
娘
の
霊
位
が
安
置
さ
れ
る
梅
花
奄
観
の
観
主
石
道
姑
が
自
ら
の
経
歴
を
述
べ
る
第
十
七
勧
「
道
蜆
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

（浄
）
便
請
了
箇
有
口
歯
的
媒
人
、
　
「
信
使
可
復
」
。
許
了
箇
大
鼻
子
的
女
婿
、
　
「
器
欲
難
量
」
。

　
　

（
石
道
姑
）
そ
こ
で
弁
舌
あ
ざ
や
か
な
仲
人
に
頼
ん
で
、
私
が
約
束
に
背
か
な
い
こ
と
を
伝
え
さ
せ
、
鼻
の
大
き
な
好
淫
の
婿
と

　
　
婚
約

し
、
私
の
器
量
を
見
透
か
さ
れ
ま
い
と
し
た
の
で
す
。

と
あ
り
、
文
中
の
「
大
鼻
子
」
は
柳
宗
元
の
『
河
間
伝
』
中
の
語
句
を
踏
ま
え
て
い
る
。
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杜
詩
の
よ
う
に
直
戴
に
引
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
柳
宗
元
の
作
品
が
列
挙
さ
れ
、
あ
る
い
は
語
句
の
典
拠
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の

ご
と
く
湯
顕
祖
は
、
杜
甫
に
つ
い
て
は
そ
の
文
学
の
価
値
を
認
め
な
が
ら
も
更
な
る
独
創
性
を
追
求
し
、
柳
宗
元
に
つ
い
て

は
古
文
辞
の
人
び
と
が
顧
み
よ
う
と
し
な
か
っ
た
唐
宋
八
大
家
の
一
人
と
し
て
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
『
還
魂
記
』
に
お
い
て
柳

詩
が
全

く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
一
つ
に
は
杜
詩
と
柳
詩
の
質
と
量
の
差
に
よ
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
で
は
柳
宗
元
の
文
章
は

間
接
的
に
、
杜
甫
の
詩
は
直
戴
に
と
い
う
受
容
形
態
の
差
異
は
何
に
起
因
す
る
の
か
。
こ
れ
は
恐
ら
く
後
喬
に
擬
定
さ
れ
た
柳
夢
梅
と

杜
宝
、
杜
麗
娘
父
娘
の
作
品
中
に
お
け
る
役
割
の
相
違
に
も
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

四

　

と
こ
ろ
で
元
明
の
戯
曲
に
お
い
て
杜
甫
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
き
た
の
か
。
歴
代
の
戯
曲
中
に
杜
甫
が
主
人
公
と
し
て
登
場
す

る
も
の
に
は
萢
康
『
曲
江
池
杜
甫
遊
春
』
　
（
『
録
鬼
簿
』
著
録
）
、
沈
采
『
四
節
記
』
中
の
『
曲
江
記
』
　
（
『
曲
海
総
目
提
要
』
巻
十
七

著
録
）
、
王
九
思
『
沽
酒
遊
春
』
　
（
『
古
今
名
劇
酪
江
集
』
所
収
）
、
許
潮
『
午
日
吟
』
　
（
『
盛
明
雑
劇
二
集
』
所
収
）
な
ど
が
あ
る
。
こ

の

中
で
と
り
わ
け
杜
甫
の
詩
句
を
多
く
典
拠
と
し
て
用
い
る
『
午
日
吟
』
は
次
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら

　
　
中
間
の
詞
曲
の
点
染
せ
し
処
、
多
く
子
美
詩
の
字
句
を
用
ひ
て
而
し
て
以
て
才
情
を
見
は
す
。
賓
白
中
の
詩
篇
も
亦
た
多
く
杜
集

　
　
に

出
づ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
曲
海
総
目
提
要
』
巻
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
ば

　
　
黄
嘉
恵
云
ふ
「
…
…
『
午
日
吟
』
の
賓
白
は
純
ら
詩
句
を
用
ひ
、
之
れ
を
閲
す
る
こ
と
一
た
び
過
ぐ
れ
ば
、
　
『
少
陵
集
』
を
読
む

　
　
に

勝
れ

り
…
…
」
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銚
鰹
『
今
楽
考
証
』
三
「
明
雑
劇
」
）

　
以

上
の
戯
曲
は
、
い
ず
れ
も
杜
甫
本
人
の
事
跡
、
あ
る
い
は
杜
甫
の
詩
句
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
お
り
、
現
存
す
る
『
沽
酒
遊
春
』
、

『
午
日
吟
』
に
お
け
る
杜
詩
の
援
用
は
い
わ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
杜
甫
が
直
戴
登
場
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
杜
詩
を
多
く
用
い
た
戯
曲
と
し
て
は
、
郡
文
明
の
『
重
校
五
倫
伝
香
嚢
記
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
戯
曲
は
宋
の
張
九
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夫
妻
の
悲
歓
離
合
を
演
じ
て
お
り
、
戯
曲
史
上
に
お
い
て
は
駐
綺
派
の
端
を
開
い
た
作
品
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
作
品
で
あ
る
。

「
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ま
た
一
方
で
は
『
琵
琶
記
』
や
『
拝
月
亭
』
を
踏
襲
し
た
箇
所
が
多
い
と
し
て
し
ば
し
ば
非
難
さ
れ
た
戯
曲
で
も
あ
る
。
こ
の
戯
曲
に

お
け
る
杜
詩
の
多
用
は
、
次
の
よ
う
に
後
人
に
厳
し
く
非
難
さ
れ
て
い
る
。

　
　
時
文
を
以
て
南
曲
を
為
る
は
、
元
末
国
初
に
未
だ
有
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
弊
『
香
嚢
記
』
に
起
こ
る
。
　
『
香
嚢
』
は
乃
ち
宜
興
の

　
　
老
生
員
郡
文
明
の
作
、
　
『
詩
経
』
を
習
ひ
、
専
ら
杜
詩
を
学
び
、
遂
に
二
書
の
語
句
を
以
て
曲
中
に
句
入
し
、
賓
白
も
亦
た
是
れ

　
　
文
語

な
り
。
又
た
好
ん
で
故
事
を
用
ひ
対
子
を
作
し
、
最
も
事
を
害
す
と
為
す
。
　
（
中
略
）
経
子
の
談
は
、
之
れ
を
以
て
詩
を
為

　
　
る
も
且
つ
不
可
な
り
、
況
ん
や
此
等
を
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徐
溜
『
南
詞
叙
録
』
）

　
　

『
香
嚢
』
は
詩
語
を
以
て
曲
を
作
り
、
処
処
煙
花
風
柳
の
如
し
。
　
「
花
辺
柳
辺
」
　
（
第
六
駒
【
朝
元
歌
曲
】
）
、
　
「
黄
昏
古
駅
」

　
　

（第
二
十
九
駒
【
集
賢
賓
】
）
、
　
「
残
星
破
瞑
」
　
（
第
三
十
五
勧
【
甘
州
唱
】
）
、
　
「
紅
入
仙
桃
」
　
（
第
二
駒
【
錦
堂
月
】
）
等
の
大

　
　
套
の
如

き
は
、
麗
語
藻
句
、
眼
を
刺
し
魂
を
奪
ふ
。
然
れ
ど
も
愈
々
藻
麗
に
し
て
、
愈
々
本
色
に
遠
ざ
か
れ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（徐
復
柞
『
曲
論
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ

こ
で
『
香
嚢
記
』
の
杜
詩
援
用
の
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
ご
と
き
も
の
が
あ
る
。
第
二
鮪
（
『
六
十
種
曲
』
所
収
本
は
「
慶
寿
」
と

題
す

が
、
　
「
継
志
斎
本
」
に
は
無
し
。
以
下
同
様
。
）
は
張
九
成
が
母
親
崔
氏
の
長
寿
を
賀
す
場
面
で
あ
る
。

　
　

【錦
堂

月
】
　
（
生
）
紅
入
仙
桃
、
青
蹄
御
柳
、
鴬
暗
上
林
春
早
。
簾
捲
東
風
羅
襟
曉
寒
猶
哨
。
喜
仙
姑
書
附
青
鶯
、
念
慈
母
恩
同

　
　
烏
鳥
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
冒
頭
の
「
紅
入
仙
桃
、
青
蹄
御
柳
」
は
「
奉
酬
李
都
督
表
丈
早
春
作
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
九
）
の
中
の
「
紅
入
桃
花
轍
、

青
蹄
柳
葉
新
。
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

ま
た
張
九
成
が
母
親
の
勧
め
に
し
た
が
い
、
弟
九
思
と
と
も
に
会
試
受
験
に
赴
く
途
中
、
同
道
の
友
人
達
と
酎
飲
す
る
第
八
駒

（
「
投
宿
」
）
に
は
次
の
よ
う
な
唱
が
あ
る
。

　
　

【
排
歌
】
　
（
浮
）
内
苑
糟
丘
、
中
山
酸
泉
、
須
教
渇
吻
流
誕
。
相
逢
梼
取
杖
頭
銭
、
一
斗
休
論
贋
十
千
。
　
（
合
）
金
蘭
轍
、
玉
藍

　
　
鮮
、
長
安
市
上
酒
家
眠
。
清
如
聖
、
濁
似
賢
、
玉
櫻
人
酔
杏
花
天
。

　

こ
の
唱
の
中
で
「
長
安
市
上
酒
家
眠
」
の
一
句
は
「
飲
中
八
仙
歌
」
　
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
）
の
「
長
安
市
上
酒
家
眠
、
天
子
呼
來

不
上
船
。
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
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『
香
嚢
記
』
の
評
価
に
関
し
て
言
え
ば
、
徐
滑
、
徐
復
酢
が
典
拠
を
多
く
用
い
た
戯
曲
に
酷
評
を
下
し
て
い
る
の
は
、
と
も
に
本
色

を
重
ん
ず
る
作
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
香
嚢
記
』
に
お
け
る
杜
詩
は
、
作
者
と
杜
甫
、
登
場
人
物
と
杜
甫
と
の

関
連
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
語
句
の
典
拠
と
し
て
の
援
用
で
あ
り
、
　
『
還
魂
記
』
の
場
合
と
は
全
く
別
趣
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
湯
顕
祖
が
杜
詩
を
積
極
的
に
『
還
魂
記
』
中
に
取
り
入
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
杜
宝
、
杜
麗
娘
を
杜
甫

の
後
喬
に

擬
定

し
た
た
め
、
杜
甫
の
後
喬
ら
し
く
描
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
集
句
詩
の
場
合
は
白
や
唱
に
関
わ
る
人
物

と
作
品
の
内
容
と
の
間
に
直
戴
の
関
係
は
な
い
け
れ
ど
も
、
典
拠
詩
の
場
合
は
意
味
に
軽
重
の
差
こ
そ
あ
れ
、
杜
甫
の
後
商
で
あ
る
こ

と
を
意
識
し
て
い
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
単
に
杜
甫
の
後
喬
ら
し
く
描
き
出
す
た
め
に
杜
詩
を
多
用
し
た
の
で
は

な
い
こ
と
は
、
同
じ
く
主
人
公
の
祖
先
に
擬
定
し
な
が
ら
、
柳
詩
を
典
拠
と
し
て
全
く
用
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。

　
杜
詩

と
柳
詩
の
援
用
の
有
無
は
、
お
そ
ら
く
前
節
に
お
い
て
述
べ
た
湯
顕
祖
の
文
学
上
の
主
張
と
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
湯
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

祖
は

公

安
派
の
先
躍
を
倣
す
人
物
で
あ
っ
て
、
当
時
盛
行
し
た
古
文
辞
派
に
は
強
い
反
棲
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
秦
漢
の
散
文
や
盛

唐
の
詩
の
無
批
判
な
模
倣
で
は
な
く
、
唐
宋
の
古
文
家
た
ち
の
文
学
に
価
値
を
認
め
よ
う
と
し
、
杜
甫
に
親
災
し
な
が
ら
も
独
自
の
境

地
を
切
り
拓
い
た
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
詩
句
の
援
用
の
有
無
は
主
人
公
の
祖
先
に
擬
定
し
た
柳
宗
元
で
あ
れ
ば
古
文
家
と
し
て
、

杜
甫
で
あ
れ
ば
詩
人
と
し
て
評
価
し
た
湯
顕
祖
の
文
学
上
の
好
尚
が
大
き
く
左
右
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
更
に
柳
夢
梅
、
杜
麗
娘
の
作
品
中
に
お
け
る
役
割
の
比
重
も
詩
句
援
用
の
有
無
に
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
柳
宗
元
、
杜
甫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

の

後
喬
と
い
う
設
定
は
、
も
と
よ
り
藍
本
の
「
杜
麗
娘
記
」
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
湯
顕
祖
は
と
も
に
唐
人
の
子
孫
と
し
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

ら
も
柳
夢
梅
、
杜
麗
娘
の
役
割
に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
意
味
を
附
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
稿
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、

湯
顕
祖

は
自
ら
を
政
治
的
確
執
か
ら
嶺
南
に
流
調
さ
れ
た
と
い
う
共
通
点
を
も
つ
柳
宗
元
と
同
一
視
し
、
そ
の
後
喬
に
擬
定
し
た
柳
夢

梅
に

作

品
中
に
お
い
て
苦
境
を
脱
し
て
栄
達
さ
せ
、
自
ら
の
理
想
像
の
ご
と
く
描
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
柳
夢
梅
に
は
自
ら
の

理
想
像
と
し
て
形
象
化
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
た
一
方
で
、
杜
甫
に
は
作
者
の
『
還
魂
記
』
執
筆
当
時
の
境
遇
を
背
景
に
し
た

特
別
の
附
託

は
な
い
。
む
し
ろ
柳
宗
元
に
自
ら
の
境
遇
を
同
定
し
た
こ
と
に
対
し
て
均
分
の
比
重
を
与
え
る
べ
く
杜
詩
を
多
用
し
た
の

で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
柳
宗
元
の
文
学
の
援
用
が
極
め
て
間
接
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
測
で
き
る
。
つ
ま
り
柳
夢
梅
に
は
柳
宗
元
の
文

学

を
受
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
後
喬
ら
し
く
描
出
す
る
こ
と
よ
り
も
、
流
講
の
悲
哀
を
超
克
す
る
と
い
う
作
者
自
ら
の
現
実
に
即

『
還
魂
記
』
に
お
け
る
杜
詩
の
受
容
（
根
ヶ
山
）
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中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
号

し
た
重
要
な
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
杜
宝
、
杜
麗
娘
父
娘
に
つ
い
て
は
い
か
に
も
杜
甫
の
後
喬
ら
し
く
描
き
出

す

と
い
う
戯
曲
と
し
て
の
効
果
を
考
慮
し
て
杜
詩
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上

を
要
す
る
に
、
　
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
杜
詩
の
受
容
は
、
杜
甫
と
い
え
ば
詩
、
柳
宗
元
と
い
え
ば
古
文
と
い
う
旧
来
の
価
値
規

準
に

則
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
主
人
公
の
作
品
中
で
の
役
割
を
加
味
し
な
が
ら
、
古
文
辞
派
の
ご
と
き
規
範
と
し
て
の
杜
甫
祖
述
で
は

な
く
、
杜
詩
に
学
び
な
が
ら
新
た
な
る
境
地
を
切
り
拓
い
た
湯
顕
祖
の
文
学
理
念
を
表
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注

（
1
）
湯
顕
祖
の
徐
聞
流
講
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
八
木
沢
元
氏
『
明
代
劇
作
家
研
究
』
　
（
講
談
社
、
一
九
五
九
）
四
二
八
、
四
九
二
頁
、

　
　
岩
城
秀
夫
氏
『
中
国
戯
曲
演
劇
研
究
』
　
（
創
文
社
、
一
九
七
三
）
七
二
頁
～
八
九
頁
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
「
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
像
の
設
定
」
　
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
一
集
、
一
九
八
九
）
。

（
3
）
本
稿
で
は
明
版
と
思
わ
れ
る
天
理
図
書
館
所
蔵
の
減
愁
循
刷
訂
『
還
魂
記
』
を
用
い
た
。

（
4
）
第
一
駒
「
標
目
」
の
下
場
詩
は
、
湯
顕
祖
の
創
作
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
集
唐
詩
で
は
な
い
。
ま
た
第
五
五
駒
「
圓
駕
」
の
下
場

　
　
詩
は
、
七
言
絶
句
の
集
唐
詩
二
首
よ
り
成
る
。
尚
、
第
十
六
駒
「
詰
病
」
の
下
場
詩
は
、
康
煕
三
三
年
（
一
六
九
四
）
、
陳
同
・

　
　
談
則
・
銭
宜
の
三
人
の
手
に
成
る
『
呉
呉
山
三
婦
合
評
牡
丹
亭
還
魂
記
』
、
及
び
光
緒
三
三
年
（
一
九
〇
七
）
、
劉
世
桁
の
校
刻
に

　
　
か
か

る
「
暖
紅
室
彙
刻
傅
劇
」
所
収
『
玉
茗
堂
還
魂
記
』
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
算
入
し
な
か
っ
た
。

（
5
）
こ
こ
に
掲
げ
た
典
拠
は
、
既
に
徐
朔
方
・
楊
笑
梅
氏
校
注
『
牡
丹
亭
』
　
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
二
）
に
指
摘
さ
れ
る
も
の

　
　
で

あ
る
。
尚
、
本
稿
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
の
引
用
は
、
京
都
大
学
文
学
部
、
及
び
大
阪
府
立
図
書
館
所
蔵
の
「
懐
徳
堂
本
」
を

　
　
用
い
た
。

（
6
）
「
詩
文
に
お
け
る
湯
顕
祖
の
主
張
」
　
（
『
山
口
大
学
文
学
会
誌
』
十
八
－
一
、
一
九
六
七
）
、
ま
た
前
掲
注
（
1
）
『
中
国
戯
曲
演
劇

　
　
研
究
』
四
六
頁
。

（
7
）
こ
の
伝
が
湯
顕
祖
の
生
前
に
書
か
れ
た
こ
と
は
、
湯
顕
祖
自
ら
が
「
郷
愚
公
未
有
半
面
、
而
以
所
聞
爲
傳
以
寄
、
感
勒
良
深
、
奉
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覧
。
」
　
（
「
答
湯
雷
林
」
、
　
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
尺
順
・
二
）
と
言
う
と
こ
ろ
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
8
）
古
文
辞
派
に
つ
い
て
は
鈴
木
虎
雄
氏
『
支
那
詩
論
史
』
　
（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
二
五
）
、
吉
川
幸
次
郎
氏
『
元
明
詩
概
説
』
　
（
「
中

　
　
国
詩
人
選
集
二
集
」
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
）
に
概
説
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
李
夢
陽
に
つ
い
て
は
吉
川
氏
「
李
夢
陽
の
一
側
面

　
　ー
古
文
辞
派
の
庶
民
性
　
　
」
　
（
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
）
に
、
何
景
明
に
つ
い
て
は
入

　
　
矢
義
高
氏
「
擬
古
主
義
の
陰
騎
」
　
（
『
明
代
詩
文
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
）
に
論
考
が
あ
る
。
但
、
何
景
明
に
つ
い
て
は
「
明

　
　
月
篇
序
」
　
（
『
何
大
復
集
』
巻
十
四
）
に
杜
詩
批
判
を
残
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
李
何
と
並
称
し
て
図
式
的
に
同
格
と
見
倣
せ
な

　
　
い

こ
と
が
、
入
矢
氏
に
指
摘
さ
れ
る
。

（
9
）
『
龍
城
録
』
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
柳
宗
元
の
撰
で
あ
る
と
の
説
も
あ
る
が
、
実
は
宋
の
何
蓬
『
春
渚
紀
聞
』
巻
五
「
古
書
託
名
」

　
　
の
条
に
王
錘
の
偽
作
と
言
う
ご
と
く
で
あ
ろ
う
。
尚
、
作
者
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
缶
8
°
・
国
゜
閃
菊
b
冥
囚
国
い
氏
、
、
日
げ
Φ
U
讐
①

　
　
9
巳
＞
g
8
屋
ぼ
b
。
h
夢
①
　
［
巨
σ
Q
己
ゴ
、
Φ
轟
冨
、
．
（
珍
く
興
冒
巨
Φ
①
＜
・
ご
墓
。
h
昏
Φ
N
ぎ
9
『
密
σ
q
跨
『
囚
Φ
艮
葦
゜
。
げ
p

　
　
囚
団
0
8
C
三
く
Φ
屋
詳
ざ
H
㊤
漣
）
に
論
考
が
あ
る
。

（
1
0
）
青
木
正
児
氏
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
　
（
『
青
木
正
児
全
集
』
第
三
巻
、
春
秋
社
、
一
九
七
二
）
一
〇
二
頁
。
ま
た
『
香
嚢
記
』
に

　
　
つ
い

て

は
、
趙
景
深
氏
に
「
読
『
香
嚢
記
』
」
　
（
『
中
国
戯
曲
初
考
』
、
中
州
書
画
社
、
一
九
八
三
）
な
る
一
文
が
あ
る
。

（
1
1
）
本
稿
で
は
『
古
本
戯
曲
叢
刊
初
集
』
所
収
の
「
継
志
斎
本
」
を
用
い
た
。

（
1
2
）
前
掲
注
（
6
）
岩
城
氏
論
考
参
照
。

（
1
3
）
岩
城
秀
夫
氏
「
還
魂
記
の
藍
本
」
　
（
『
吉
川
博
士
退
休
記
念
中
国
文
学
論
集
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
）
、
ま
た
前
掲
注
（
1
）

　
　

『
中
国
戯
曲
演
劇
研
究
』
一
＝
五
頁
～
二
三
〇
頁
に
指
摘
さ
れ
る
。

（
1
4
）
前
掲
注
（
2
）
拙
稿
参
照
。
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『
還
魂
記
』
に
お
け
る
杜
詩
の
受
容
（
根
ヶ
山
）




